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キリスト教文化研究所 2016 年度活動報告
運営委員会
　2016 年度は，4 月 14 日，5 月 19 日，6 月 16 日，7 月 14 日，10 月 8 日，11 月 12 日，
12 月 10 日，1 月 19 日，2 月 28 日の計 9 回開催．主に，土曜自由大学（秋のコース）
について，『年報』について，本研究所担当科目「人間論」・「キリスト教と文化」につ
いてなどの話し合いが行われた．また，6 月 3 日，4 日にかけて神戸海星女子学院大学
にて開催されたカトリック大学キリスト教文化研究所協議会に竹田教授と米谷准教授が
出席し，後日その報告がなされた．
土曜自由大学（秋のコース）
　品川区との共催で，10 月 8 日，22 日の 13：20 ～ 16：10，本学 240 教室において，
各回 2 回の講演を開催した．今年度は「誤解」を総合テーマとして，各専門分野の講師
陣よりそれぞれの視点からお話しいただいた．講師及び演題は，講演順に次の通り．同
志社大学大学院浜矩子教授「経済は誰のため何のため？～さらば，大いなる誤解～」，
本大学地球市民学科辰巳頼子准教授「難民をめぐる「誤解」と「理解」」，本学日本語日
本文学科藤井由紀子准教授「相思相愛という「誤解」―光源氏と藤壺の宮の場合―」，
エッセイスト三宮 麻由子「誤解が生みだす悲喜劇」．出席者は延べ 252 名．
研究会
シンポジウム「モンゴル語訳聖書とアジアのキリスト教文化」　
日時：2016 年 11 月 5 日（土）10：00 ～ 17：00
会場：240 教室
　姉妹校である清泉女学院大学教育文化研究所との共催により，「モンゴル語訳聖書
とアジアのキリスト教文化」と題して，科学研究費助成事業として学術シンポジウム
を開催し，モンゴル聖書協会のバヤルジャルガル先生始め，日本モンゴル宗教文化研
究会の諸先生方，それに本学キリスト教文化研究所の竹田文彦がシンポジウムにおい
て発題者を務めた．またゲストコメンテーターとして芥川賞作家の池澤夏樹さんをお
招きした．
112 活　動　報　告
合宿研修
　2 月 27 日（月）～ 28 日（火），湘南国際村 IPC 生産性国際交流センターにて実施．
2 日間にわたり，『今こそ原発の廃止を　日本のカトリック教会の問いかけ』（日本カ
トリック司教協議会『今こそ原発の廃止を』編纂委員会編集）について，編集委員会
のメンバーでもある本学原田雅樹教授，久保文彦非常勤講師による研究発表が行われ
た．
　続いて，来年度の年間スケジュールについて話し合いが行われた．中でも，土曜自
由大学について活発な意見交換がなされた．参加者は 7 名．
